
19さやばね ニューシリーズ　No.  29

SAYABANE N. S. No. 29 March 2018

7．サツマイモヒサゴトビハムシ  Chaetocnema 
confinis Crotch, 1873（Fig. 6）

1 ex.，請阿室集落，29. XI. 2017，吉武採集；2 
exs.，請阿室石川道，3. XII. 2017，吉武・有本採集．

請島初記録．小笠原諸島父島および宮崎県，鹿
児島県，種子島，奄美大島，喜界島，徳之島，沖
永良部島，沖縄島，台湾，ボルネオ，マレーシア
に生息しており，太平洋地域に分布を広げている

（大林・藤本，2012；宮崎県病害虫防除・肥料検査
センター，2011；滝沢，2012）．サツマイモやグン
バイヒルガオなどのヒルガオ科植物を寄主植物と
し，サツマイモやエンサイの害虫としても扱われ
ている（Jolivet，2008；小濱，2010）．沖縄島では，
11 月や 1 月といった冬季に採集された例もある（今
坂・石関，2012）．

8．タイワンツブノミハムシ Aphthona formosana 
Chen, 1934（Fig. 7）

2 exs.，請阿室赤土原，30. XI. 2017，吉武採集．
請島初記録．日本および台湾，ミクロネシアに

分布しており，我が国においては，四国および九州，
五島列島，甑島，南西諸島から記録されている．

9．アマミツブノミハムシ Aphthona amamina Ohno, 
1962（Fig. 8）

7 exs.，請阿室赤土原，30. XI. 2017，吉武採集．
請島初記録．これまで奄美大島と徳之島からし

か分布記録がなかった．本種の冬季採集例はこれ
までになく，成虫の出現期は 3 ～ 6 月とされてい
るが，今回は 11 月末に採集された．同属他種と同
様に成虫越冬している可能性がある．
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